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日本藻類学会 々則

第 1糸 木余l土rI本部主H学会とf:J¥する。

tr~ 2条 本会は部学の進;lj;: l'~ J:.えをl刈り，併せて会員相互の辿給般に親胞を|濁ること

を F1n甘とする。

第 3条 本会はTlii条の日 (I(Jを述するために次の卒業を行う。

1. 総会の開催 (年 l回)

2. 部閉にl到する研究会，講習会， +~集会等の開催
~i. 5EJUl刊行物の:le11J 
4. その他iiii条の I1EI(Jを述するために必要なよ]1:;{[;

第 4条 本会の 'h務所l士会長が適当と認める場所におく。

第 5条 本会の 'J!・ ~/9三度 l土 4 刀 1 HにUflまり，覗年 3月 3111に終る。

第 6糸 会nは次の 3:[>1[とする。

1. 1' ~' :ì極会員 01語源lに関心をもち，本会の趨宵に賃|行l する 例人 )(1 土 問付与で ， 役員

会の承認するもの)。

2. 名誉会民 (五語学の発達に.iU拡かあり，本会の起旨に資liiJする例人で， 役員会

の推薦するもの)。

3. 特別会員(本会の趣旨に賛同し，本会の発展に特に寄与した例人又は間体で，

役員会の推薦するもの7。
第 7条 本会に入会するに:i，(1，所，氏名(団体名)，験業を記入した入会中込書を

会長にd'dJ¥すものとする。

1%8条 会員は初年会主主(1800門 (学11:.::1:、1':官(i)を前納するものとする。但 し，名誉

会員((火条に定める 名誉会長を令i:J-)及び特別会員は会放を ~i しな L 、。 外凶会員の

会費は 2100門とする。

第 9条 本会には次の役員をn<。

会長 l名。 幹事若干名。 評議員新干名。 会，1I'~í:r'1!:2 4うの
役員の任期は 2ヶ年とし重任することが11¥米る。{日し，会長と iW;fdlW1引続き 3101
選出されることは出来ない。

役員選11¥の規定は別に定める。(十J'JIIJ第 i条~自H 条)

本会に名誉会長をi泣くことが出来る。

tlno条 会長は会を代表し，会務の全体を統べる。幹事::1:会長のなfピ4叉けて 日常の

会務を行う。余計 院本は前年度の決iTU1J!t.の状況などを航行する。

tn 11条 誹議員t土日平議員会を榊成 L，会のlll!務に|射し会長の清川にあずかる。評議

員会は会長が招集 し， また文討をもって，これに代える ことが11¥米る。

書H2条 本会は定lUI刊行物 「滞納」を年 4¥"1刊行し，会員に無料で航イliする。

(付lJIJ)
m 1条 会長は図Ij'Jft(l:の全会員の投fEにより，会員のli巡で定める(その際評議

員会は参考のため;f¥:干名の候補必を椴l犯すること b 出来る)。幹 'va会長が会員巾

よりこ れを指名委嘱する。会J刈l'町政'['1仰{れt工r;、
に fおゴいて 7K~æ. を受受，ける。

ZI~ 2条 評議J:tの選出は次の-'.)j紘ーによる。

i 各地区日Jjに会員中より選11¥される。その定員は各地区 1i"，と1，会員数が 50
名を越え る地区では 50名までごとに 11;を加える。

2. 総会にt，;¥， 、て会長が会員<1'よりす71“名会推薦する。 !日し，その数11全日干議員

の 1/3を越えることはU¥米ない。

地区御lは次の 7地区とする。

北海道地区。東北i也氏。関東地Pi:(~rr ii.l，長野， 111梨を含む)0 '1' jft¥j也IX:(竺illを含む)。

近後地区。 rl"悶 ・阿国地区。九州地区(沖縄を合む)。

第 3条 会:長， I降、1::及び会，iI'j氏、J::(土日干議Hを」在任することは11'，米なし、。
第 4条 会長および地区選H'，の評議れに欠Hを生じた場合は， lìíiíT: 朽のJi~余 :1\) 1 閥 次

点ミ告をも って充当する。

tf~ 5条 会員がノ ';1 !1 ナ ソバ-~求めるときは各巻 1800 fJ， 分¥111の場合l上各号 600
円とし， 非会員の予約l帥売料はれ号 900fLJとする。

re 6条 木会則はIjfHヰ148年lOnl¥lより施行する。
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会費納入のお願い

会誌発行，その他本学会運営のすべては会費収入に依存しております。

会費は前納がたてまえになっておりますが， 10月30日現在で 64%しか納入

されていません。会費の未納額は，雑誌発送の都度，封筒及び同封の振替用紙

に明示しでありま すので，折り返し振替送金くださるようお願いいたします。

なお，昭和 48年 10月1日の本学会総会において学生は，会費が半額，

つまり年間 900円で，昭和 48年 4月1日にさかのぼっ て施行されます。その

ため，すでに本年度分 1，800門を納入された方は， 来年度も学生である場合

には，昭和 49年度分まで前納されたこ とになります。

学生の会員の事務上の確認は年度毎に，指導教官の署名捺印による身分

証明書の提出によって行ないます。(身分の証明には会費納入の際，振替用紙

の通信欄を利用して も良い)。

なお，事務手続上， 本年度の学生の会員の笑数を把握する必要がありま

すので， 学生であることをハガキ (教官の署名捺印が必要です)で，(3月 31

日まで)本会庶務幹事宛ご連絡下さい。 ご連絡がない場合は普通会員扱いと

なります。

日本藻類学会懇談会開催について

来る 4月4日，日本水産学会を機に下記の如く本学会春季懇談会を開催

致した く存じますので，ご出席下さるようご案内申 し上げます。

日 時 昭 和 49年 4月4EI (木)午後 6時

会場東京水産大学内

会費 1，500円

出席ご希望の方は 3月25日(必着)までに

東京都港区港南 4-5-7

東京水産大学 岩本康三幹事宛

ご連絡下さい。



投稿規定の一部変更について

(1) 第 21回総会において， 投稿原稿の制限頁数の厳守が決議されましたので・ご承知下

さい。

(め原稿は簡潔に書き，論文，綜説は図，表，摘要，文献などを含めて印刷6頁以内，

論文抄録，紀行文， 雑録その他は印刷3頁以内を原則とします。印刷 l頁は 400字詰

用紙で 2.5杉とですが， 図表が入りますと，原稿 l枚が印刷 l頁になる場合があ ります

から注意して下さい。長くなりそうなものは予め 2編に分けて投稿して下さい。

(3) なお，とくに編集委員及び幹事が必要と認めた場合は，制限頁数を超えた分の実質

を著者負担でのせることがあり ます。

(4) 原稿は正木 l部のほか，副本 1部(正本のコピーで良い。但し，写真はゼロ ックス

コピーなど不鮮明なものは不可)計 2部を送付することに改めます。

(5) 論文，綜説に限り，欧文題目及び 200語以内の欧文摘要をつけること，欧文は成る

ベく英，独語を用いることとL、う前号の記述は誤りで欧文は英文のみと訂正致します。

昭和48年 10月30日現在で投稿未掲載数は，分類形態4編，フロラに関するもの 8編

となっております。木誌の編集は毎号，分類形態，生理生化学，生態，分布等藻類に関す

る各研究分野にわたってバランスのとれたものにしたし、と存じます。各分野からの投稿を

期待しており ます。


